
資料３-２ 
 

形状 回収品目 回収方法 回収頻度 処理方法 再商品化 

ボトル ペットボトル 

集積所 月２回 指定法人 
ペットボトル、繊維、 

プラスチック製品 拠点回収 

ボックス 
開設時間 指定法人 

トレイ 
白色  

発泡トレイ 

拠点回収 

ボックス 
開設時間 指定法人 発泡トレイ 

トレイ 
色・柄付き 

発泡トレイ 

拠点回収 

手渡し 
月２回 独自 プラスチック製電化製品の一部 

トレイ 

食品用 

透明プラスチッ

ク容器 

拠点回収 

手渡し 
月２回 独自 

ＰＳ → 

ＰＰ → 

ＰＥＴ→ 

 

発泡トレイ 

電化製品等の一部 

食品用透明プラスチック

容器 

キャップ 
ペットボトル 

キャップ 

拠点回収 

ボックス 
開設時間 独自 パレット 

 

世田谷区が資源回収しているプラスチック 

回収方法 

・集積所 

分別判断がしやすく、区内排出量を処理する資源化ルートが確保できたものを資源・ごみ集

積所にて回収しています。 

・拠点回収ボックス 

分別判断がしやすいものを公共施設等で回収箱投入による回収をしています。 

・拠点回収手渡し 

素材判断が難しく、シールなど異物混入が多くなる可能性があるものを回収員に手渡しによ

る回収をしています。 

 

処理方法 

・指定法人（容器包装リサイクル法ルート） 

  容器包装リサイクル法に基づき、再商品化の処理を行うことです。分別収集物や引き渡しの

基準があるが、再商品化費用は事業者負担（一部区負担分あり）となります。 

・独自（独自ルート） 

  区が再商品化事業者に直接引き渡すことです。区の状況に合わせた引き渡しが可能である

が、再商品化費用は区が負担することになります。  
出典：一般社団法人プラスチック循環利用協会 

「プラスチックリサイクルの基礎知識 2022 プラスチックごみを分けてみたら」に加筆 

●下記表の太枠が資源回収の対象となっているもの ●資源回収している品目（令和４年９月現在） 


